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エスカレーターはどう乗る？
― 安全利用のために ―

着想の経緯
2013年の4月1日、とある新聞に、「エスカレーターでは左側に立つ

ことを義務化」全国初で仙台市が条例制定へ、というエイプリルフー
ルのウソ記事が掲載された。なぜ仙台のエスカレーターの乗り方が取
り上げられたのか。それは仙台という地域はエスカレーターに乗ると
きの明確なルールがなく戸惑う人が多いためではなかろうか。

そこで私たちは、本当に仙台のエスカレーターの乗り方には明確な
ルールがないのか調べてみることにした。また、正しい利用法として
エスカレーターの片側に寄るのを控え、歩行を避ける呼びかけ(一般社

団法人日本エレベーター協会webより)や、手すりを利用し歩行は避ける (東京

消防庁2005年)ことが提言されているが、これらがどのくらい広く認識され
ているのかも疑問に思い、それも合わせて調べてみることにした。

報告の概要

 全体的な傾向として、仙台市では左立ちがやや多かった（56.9％）。

ただし、場所や年齢・性別、方向により異なる。

 アンケート結果より、年齢が若いほど、前に合わせて並ぶべきで
あり、歩行してもよいと考えていることがわかった。

エスカレーターの正しい乗り方
が理解されているのか。

ルールの認識と利用行動は関
連しているのか。

仙台のエスカレーターの乗り方
に明確なルールがあるのか。

場所・性別・年齢・方向などによ
る違いはあるのか。

観 察 アンケート

主な結果
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エスカレーター事故について
2014年1月8日、神奈川県の武蔵小杉駅構内でエスカレー

ター事故が発生したことは記憶に新しい。ここではエスカレー
ター利用において起きた事故について紹介する。

①受傷原因で多いのは？
2004年8 月30 日～12 月31 日に発生したエスカレーターに係る救

急事故 313 人中、受傷原因として最も多いのは、よろけた・バラン
スを崩した200人(63.9%)。次いで、前の人が倒れたなどの巻き込ま
れ要因は42人(13.4%)である。

事故事例の紹介

②事故にあった人に多い年齢群は？
2003年1月1日～2004年3月31日までと、2004年8月30日～12月

31日に発生したエスカレーターに係る事故1317人中、65歳以上の
高齢者が全体の53.1%と、半分以上を占める。

■1月8日の事故について
上りエスカレーターが突然停止し逆走、利用客が将棋倒しになり利

用者10人がけがをした。国土交通相の発表によると、ステップを動か
すチェーンが切れていた､安全装置も作動しなかった､という (朝日新聞

2014年1月10日夕刊) 。

■事故防止に関する提言
以上の事故事例では、平常時・緊急時ともにバランスを崩してけ

がをしている場合が多い。歩行を避け、手すりにつかまることで事
故防止や被害拡大防止につながる場合が多いということになる。

我々の研究発表で参考にした各種資料においても、歩行禁止や
手すりの利用、高齢者への配慮を呼びかけている。

序説

■東京消防庁2005年発表資料より(文献１)

文献１．東京消防庁2005年発表「エスカレーターに係る事故防止対策について」（WEBより、2013年9月閲覧）
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正しい利用法とは？

日本エレベータ協会が案内
する正しい利用方法（文献2）
・手すりにつかまる
・歩行禁止
・ベビーカーを乗せない
・黄色い線の内側に立つ
・服や靴が巻き込まれないように注意
・乗り口・降り口付近では立ち止まらない
・顔や手を乗り出さない
・手すりで遊ばない
・中央で立ち止まる（文献3;  当時のエスカレ

ータ協会のルールを紹介）

文献2．一般社団法人 日本エレベーター協会「ご利用について」（WEBより、2013年11月閲覧）
文献3．河北新報「ウイークリーeye/エスカレータの並び方/「中立」が一番安全」（2007年9月15日）

JR東日本および仙台市交通局での聞き取り調査から
仙台市内のＪＲ駅および仙台市交通局では、①左右どちらか1列に並んでに乗るように、
という指導はしていない、とのことであった。
また、②「手すりにつかまって、歩かないように」と呼びかけている、とのことであった。

安全利用を呼びかけるため
の注意書き等

JR東日本仙台支社（2014年1月22日訪問） 仙台市交通局（2014年1月23日訪問）

現在、「みんなで手すりにつかまろう」
キャンペーンを他の鉄道会社や交通局
とともに実施。これは、手すりにつかまり、
走ったり、歩いたりせず、二列に並んで
ほしいというのを呼びかるもの。左右ど
ちらかに乗るのは、やめるべきという立
場。

②については、走っ
たり、歩いたりすると、
故障の原因になる
（日本エレベータ協会
のＨＰでも案内されて
いる）､とも。

①の理由として､(a)駅の構造上の問題

(改札や階段の位置など)､(b)左右を決

めてしまうと、怪我などで片手が不自由
な人が利用しにくくなる､の２つがあげら
れた。

②については､「手すりにつかまって歩
かないように」と注意書きなどで呼びか
けている。(a)安全装置が作動してエス

カレーターが緊急停止した際に、手すり
につかまっていないと、反動で転倒や落
下してしまい、大事故につながる危険性
（特に下り）。(b)エスカレーターは階段よ

りも段差が高いため、エスカレーターを
歩行または走行して利用すると、つまづ
いて転倒する危険性（特に年配者）。

キャンペーン
ポスター

序説

エレベーター協会が作成
した安全周知のためのス
テッカー（JR・地下鉄が利用）

仙台市交通局が作
成しポケットティッシ
ュの配布等で呼び
かけた広告
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観察

目的
公共交通機関や仙台周辺の建物内のエスカレーターを対象と
して実際にエスカレーターに乗っている人を観察し、右・左・中
央のどこに乗るのかを調べ仙台での利用法の特徴をとらえる。
この際、観察対象者の性別や年齢、観察場所の違いを考慮す
る。また、歩行の有無についても検討する。

方法
■観察対象者数：

合計6,095名（内訳は表１）

■観察日（表２）：
10月6日～11月12日の平日と休日
午前（10～12時）と午後(2～4時）

■観察場所（表２）：
上り下りとも観察（地下鉄長町駅は上りのみ）

■観察方法：
観察項目を記号化して録音。
観察単位：各場所、基本的に10分を１回として上り・下り各3回。

（各場所最大30分まで）

利用者観察の目的と方法

■観察項目：7項目
①年齢、②性別、③立ち位置
（左、右、中央）、④荷物の有
無(両手ふさがるもののみ）、

⑤移動の有無、⑥集団か（横
並び、縦並び）、⑦前の人と
の距離（5段以上のみカウン
ト）。
[橙色は今回の分析で使用した項目]

表1.年齢・性別の観察者数

表2.場所と曜日・時間帯別の観察人数

男 女 合計
小学生以下 45 47 92
19歳以下 119 226 348 ※
20～30代 818 1295 2113
40～50代 770 1801 2571
60歳以上 328 643 971
合計 2080 4012 6095
※性別不明3名あり

午前 午後 午前 午後
JR仙台駅 282 196 286 217 981
JR長町駅 124 104 188 172 588
地下鉄仙台駅 175 327 337 345 1184
地下鉄長町駅 62 39 93 50 244
店舗Ａ 297 346 159 424 1226
店舗Ｂ 517 542 302 511 1872
合計 1457 1554 1365 1719 6095
店舗A：仙台駅周辺、店舗B：仙台駅から1km付近

平日 休日
合計
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観察 年齢・性別による違い

図2．年齢別、男女別の立ち位置

■年齢による違い（図2）

小学生以下を除いて、年齢
が高くなるにつれて、右の
比率が上がる。女性のほう
が、この傾向が顕著。

⇒年齢：
仙台の街では東京資本
の若者系店舗が増えるな
どもあり(文献4)、東京の文
化の浸透が若者を中心に
加速しているのではない
か。また、若い世代はラッ
シュ時に駅を利用するこ
とが多く、片側あけの意
識が高いと考えられ、結
果的に左側に立つ人の
割合が高くなりやすいの
ではないか。

■性別による違い（図2）

男性に比べて女性のほうが右
の比率が高い（年配者ほど）。

■全体：左に立つ人がやや優位

⇒仙台は東日本に位置するため、東
京ルールにしたがった左立ちが多いも
のの、右に立つ人も4割弱おり、明確

なルールがあるとはいえないことを確
認した。

図1.観察した人全体の位置の割合

⇒性別：
女性は安全のために利き手で手すり
に掴まろうとすることが多いのか（後述

の調査結果参考）？ 一方で、男性は仕事
の出張などで外に出る機会が多く、
県外での乗り方が身についており、
仙台でも左に乗る人が多いためと考
えられる。

56.9% 37.6% 5.5%全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%

左 右 中央

文献4．高橋英博『せんだい遊歩』北
燈社（2009年3月26日）

(図1)
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観察

仙台では左側に並ぶ率が優位

だが（56.9％）、場所によって
傾向は異なる。

■仙台駅と店舗
歩行・走行した人の割合が最も高
いのは仙台駅。次いで、長町駅、
店舗の順。

⇒仙台駅では、時間に余裕がなく
、急いで移動している人が多いの
ではないか。一方、店舗では、時
間に余裕があり、急いで移動して
いる人が少ないのではないか。

■店舗による違い
・仙台駅に近い店舗Aより、駅から
遠い店舗Bのほうが移動した人の
割合が低い。

⇒店舗Bは店舗Aに比べて、移動

することが少ない上の年齢層の客
が多く、移動することが多い下の
年齢層の客が少ないためではな
いか。(年齢と歩行の関連は調査結果に基づく)

観察場所による違い

①立ち位置（図3）

②歩行の有無（図4）

図3．場所別の立ち位置

■仙台駅からの距離
仙台駅と仙台駅に近い店舗A

は左側、長町駅と仙台駅から
離れた店舗Bは右側の割合が
高い。

⇒前者は県外の利用者も多い
ため、後者は地元住民が多い
ためではないか。

なお、店舗では中央に乗る人
の割合が、他所に比べて若干
多い。

■JRと地下鉄
JRは左側に並ぶ比率が高く、

地下鉄は右側に並ぶ比率が
高い。

図4．場所別の歩行の有無
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観察 方向および混雑度による違い

図5．場所別立ち位置（上り）

図6．場所別立ち位置（下り）

図7．場所・混雑度別立ち位置

①方向（上り/下り）別
■立ち位置（図5は上り，図6は下り）

JR仙台駅：下りは上りに比べて中央
に立つ利用者率が高い。
JR長町駅：下りで左率が約20％高い。

地下鉄仙台駅：上りで右率の方が
高く、下りで左率が高い
⇒ホームからみて3機あるエスカ

レーターのうち、上りは左と中央で、
中央だけを観察したためか？

■歩行の有無
全体では大差なし。ただし、場所別に
は、JR長町駅のみ歩行する人の割合
が上りに比べ、下りの方が高い。

②混雑度別(図7)
※１分間の通行人数が、10人未満の場合は「閑散」、30

人未満の場合は「普通」、30人以上の場合は「混雑」
と定義。

 全体では大差なし。
 場所別にみると・・・
JR長町駅では閑散時に比べ、普通
時は左立ちの割合が20%高い。
JR仙台駅では
・混雑時には右立ち率が増加。
⇒JR仙台駅では左立ちが多いため
左側に並んでいる横側を歩いて移
動する利用者（右側を歩行する利用者）が増えるからではないか？
・閑散時は中央立ち率が高くなる。
⇒利用者が少ない閑散時は前後の人を気にせず使用できるため？

7

52.5%

53.8%

61.8%

75.7%

65.7%

43.2%

35.7%

34.0%

19.5%

20.0%

4.3%

10.5%

4.3%

4.9%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

店舗B

店舗A

地下鉄仙台駅

JR長町駅

JR仙台駅

左 右 中央

50.5%

65.2%

32.4%

34.1%

59.6%

71.2%

41.8%

26.7%

63.5%

64.6%

37.0%

26.8%

7.7%

8.0%

4.1%

1.3%

3.5%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

店舗B

店舗A

地下鉄長町駅

地下鉄仙台駅

JR長町駅

JR仙台駅

左 右 中央



8

調査

目的
アンケートを実施し、観察だけでは分からない、エスカレーター
利用者の意識を明らかにするとともに、利用意識と利用行動
の関連も検討する。ただし、地域による違いもあるため、宮城
県出身または在住の方の回答のみを今回の分析対象とした。

方法
対象者：649名。このうち分析対象は宮城県出身または在住

の中高生以上、計556人(内訳は表3)。

実施方法：

家族、親戚、友人、母校の先
生・生徒や、大学関係者、大
学祭来場者の方々に依頼。
実施時期：
2013年10月中旬～11月上旬
アンケート内容（図8）：
個人属性
利用行動の自覚（設問A)
利用規範の認識（設問B）
その他（設問C）

図8.アンケート用紙の見本表3.年齢・性別ごとの分析対象者数

アンケートの目的と方法

対象者 男 女 合計

中高生 60 44 104

大学生～ 　 117 116 233

40～59歳　 64 100 164

60歳以上 21 34 55

合計 262 294 556
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調査 乗る位置に関する行動と意識

①【行動の自覚】（図9）

■基本的に左側に立つ
しかし……
選択肢からあえて除外した

前にあわせる
という意見が「その他」の
67.2%、全体の7.4%を占めた。

⇒観察結果とほぼ一致している
ことから、自覚している行動と実
際の行動に差異はほとんど見ら
れないといえる。

②【規範意識】前の人に合わせるべき？（図10）

■若い年代ほど、前に合わせる
べき、と回答。

⇒片側をあけるべきというのは
、歩行する人のためと考えてい
るからではないか。そして、若い
世代は年配の方に比べてラッシ
ュ時間帯の駅の利用が多く、片
側あけの意識が定着したのでは
ないか？

■男性より女性のほうが前にあわせる意識がやや強い。

⇒女性の方が、ヒールやスカートといった制約が多く、歩く人と
接触して転倒する事態をより避けているからではないか？

図9．普段、乗る位置は？

図10．「前の人に合わせるべき」

成人以降年代があがるにつれて
右に立つという回答率が上昇傾向
で、特に高かったのは60歳以上女

性。また、全体的に男性より女性
のほうが右率が高かった。

普段、乗る位置は？
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調査 利用意識の年代差

■手すりと歩行
年齢が上がるにつれ、手すりに掴まるべきと考える人の割合は高くな
り(図11)、 歩行してもよいと考える人の割合(図12)は低くなる。

⇒年齢が高くなるにつれ、身体の負担を軽減しようという意識や、
安全意識が向上する

■片側あけ
混雑時（図13）、二人連れ以上の場合（図14）、どちらも片側をあける
べきと考える人は若い人に多い

⇒若い人ほど片側あけの意識が強く、これが合理的と考えているので
はないか。これはラッシュ時間帯の駅の利用等で芽生えたものだと推
察（乗る位置に関する行動と意識の②【規範意識】を参照）。

図14． 二人連れ以上のときは……

ためではないか？

≫ただし、年齢により
認識に差があることを
考えると、高齢者が安
全な乗り方を実行しに
くい環境が存在するか
もしれない。

図11．手すりに掴まるべき 図12．歩行してもよい
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調査

■設問B‐⑤：高齢者はエレベーター

を利用したほうが安全である( 図15) 

すべての年代で、女性の肯定率（「はい」の
回答比率）が男性よりも高い。

⇒女性の方が安全意識が高いからで
はないか

利用意識の性差

■設問B‐⑥：2人以上の小さな子ども

連れの場合は、エレベーターを利用し
たほうが安全である( 図16) 

すべての年代で、女性の肯定率（「はい」の

回答比率）が男性よりも圧倒的に高い。

⇒女性は男性よりも子育てに携わる
機会が多いため小さな子どもに関す
る安全意識が高いのでは？

■設問B‐⑦：大人が2人で支えること

ができるなら、ベビーカーで利用して
もよい( 図17) 
男：年齢が上がる程「はい」が増える
女：年齢が上がる程「はい」が減る

⇒年齢を重ねるごとに、男性では安全
意識が低下し、女性では向上？

■手すり利用の意識(図11参照)にお

いても、男性より女性の方が安全意
識が高いことが見てとれた。

◎以上から、ヒールやスカートの

着用といった動きにくい服装、子育て
により携わる等、理由は様々だが、
全体的に女性の方が安全意識が高
いという結果が得られた。 図17. 大人２人でのベビーカー利用

図16. 二人以上の小さな子ども連
れでのエレベーター利用

図15. 高齢者のエレベーター利用



71%

61%

28%

31%

21%

33%

65%

69%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60歳以上

40～59歳

大学生～39歳

中高生

自分のため 他者のため

12

調査 利用時に気をつけること

C‐①で「あり」と答えた人は、分析対象556人のうち233人。この
うち、詳細を自由記述したのは216人。この記述内容をカテゴリ
化し、得られた20カテゴリをさらに他者のため、自分のために
大別した（表4）。そして、年代別に出現度数を集計した（図18）。

⇒年齢が高くなるにつれ、身体能力
の低下により事故の発生率が高まる
(文献1)ことを自覚するため、高齢者ほ
ど自己の安全を意識するようにな
る。エスカレーターは構造上、一人の
危険が周囲にまで及ぶ可能性が高
い(将棋倒し事故等)。高齢者において
「自分のために」気を遣いながらエス
カレータを利用している人が多いが、
それは結果的に「事故の引き金にな
らない=他者のため」ではないだろう
か。

■年齢による指向性の違い

年齢が高くなるにつれて、他者のた
めよりも自分のために気をつけてい
る人の割合が高くなる。

つまり、余裕を持ってエスカレー
ターを利用できる若年層が他者の
ための行動を意識し、そうでない
高齢層が自分のための行動を意
識して互いに事故回避に努める
ことで、中央または２列に乗るとい
う正規の利用方法ではないにし
ろ、エスカレータの安全な利用を
心がけているのではないか。

表4．分類カテゴリと出現度数

図18．年代別の出現度数

カテゴリ 度数
A 片側に乗る 51
B 左側に乗る 6
C 二列に並ぶ 1
D 前の人に合わせる 14
E 仙台のルールを考慮する 4
F 人の邪魔にならないように 26
G エスカレータ上を移動しない 5
H エスカレータの安全な作動を優先する 3
I 子どもの安全を優先する 4
J 前の人との間隔をあける 14
K 足元に気をつける 36
L 足が合うようにする 3
M 段の境目に気をつける 2
N 挟まらないようにする 17
O 黄色の線の内側に乗る 4
P 手すりにつかまる 21
Q 衛生面を考える 1
R 怪我をしないようにする 5
S 混雑時は階段を利用する 1
T 分類不能 6
他者のため
自分のため

のべ回答数　244
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■謝辞■ 訪問インタビューに応じてくださったJR東日本仙台支社および
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観察・アンケートから、仙台およびその周辺では、左に乗ることの
方が多いことがわかった。しかし、右率も決して低くはなく、場所等
による違いもあること、アンケート回答の中には前の人に合わせる
という意見も多く含まれており、左右いずれかに乗るべきという明確
なルールがあるとはいえないだろう。

◆エスカレーターの安全利用のための認識について

エスカレーターは本来、左右中央いずれかに立ち止まって手すり
につかまって乗ることが望ましい乗り方だが、アンケートでは片側
をあけて乗ることがマナーだという意見が大半だったため、エスカ
レーターの正しい乗り方に関する知識は広く一般に浸透していると
はいいがたい。

高齢者層においては､年齢が上がるにつれ、身体能力の低下等
により個々人の安全意識が高まることもあってか、正しい乗り方が
より意識・実行されていた。しかし、その一方で片側あけをマナーと
心得る世代では、高齢者の正しい乗り方を正しいと認知せず、とき
には「邪魔」だと感じることがあるのではないか。

2005年の資料（文献1）では、エスカレーターにおける事故者の過半
数を65歳以上の年代が占めていた。この背景には、上述のような

正しい利用法の認識における世代間のズレもあるのではないだろ
うか。皆が安全に利用するためには、特に若い世代に対して正しい
認識を浸透させ、お互いが配慮して利用できる環境を整えていく必
要があるのではないだろうか。

◆仙台でのエスカレータ利用状況について




